


健康住宅を考える MOCOフォームの特長 MOCOフォームの実力 これからの断熱基準を考える MOCOフォームの仕様

「健康住宅」からはじめませんか？ 室温だけでは測れない快適性

寒さが原因で亡くなる人は、交通事故の3倍超

人体のエクセルギー消費速度による証明

断熱材は湿気を吸わないほうが良い

暖かい家で元気になろう

20℃

健康住宅を考える

17,000人中14,000人くらいは
高齢者と考えられます

体感温度＝（表面温度＋室温）÷2
だから、外皮の断熱が重要です！

［出典］東京都健康長寿医療センター （調査資料）

［出典］東京都健康長寿医療センター （2008年調査資料） 暖房実態調査2008年（n=43）
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私たちが普段の生活で何気なく使っている『エコ』とは何でしょうか？エコカー、エコバック、エコ住宅など色々なエコが出てきますが、

実は、エコの正体はEcology※1とEconomy※2です。そのため、環境に良いとか経済性が良いなど2つの『エコ』をイメージさせるので、

エコ住宅の本質が見え難くなっています。

しかし、エコという卵を半分に切ってみると、まずは住む人の健康があって、その先に快適な暮らしがあり、経済的であり、結果的に環境

にも良い家であることが分かります。

健康・快適・経済性・環境配慮これらすべてをまとめて『エコ住宅』と呼んで

いるのですが、最初からすべてを網羅するのは大変難しいので、MOCO

フォームと一緒に、まずは『健康住宅』から始めましょう。

温度を上げるだけであれば、ストーブやエアコンなどの暖房機器を使うことで問題はありませんが、人が感じる温度は単純に部屋の温

度だけでは決まりません。

熱の伝わりは、伝導・対流・放射という3つがあり、放射は暖かい空気が冷たい物体の方へ移動します。この熱の移動が多いと不快に感じ

ることが体験的に分かってきています。断熱性能が低い家で、暖房機器を使って家を暖めた場合、家の中心近くや上の方の空気は暖まり

ますが、壁や窓といった周辺部は外気の影響を強く受けて冷気を帯びたままなので、頭はボーっと暑いけど体は寒いという状態になり

ます。

人体は100Wの電球1個と同じくらいの発熱量があります。

この熱を放熱する時、冷たい空気に放熱するのも、冷たい壁

や床に放熱するのも同じ100Wとなるので、外皮の温度が

低くて空気の温度が高い場合と、外皮の温度が高くて空気

の温度が低い場合の暖かさの質は同じはずなのですが、人

体のエクセルギー消費で見るとそうではなく、一番省エクセ

ルギーなのは、外皮温度が25℃くらいで、空気の温度が18

℃くらいの時です。つまり、住宅の外皮の断熱がしっかりと

できていれば、空気の温度は18℃でも人は寒いと感じない

のです。

木造住宅は内部結露による腐朽菌の発生、木の腐り、カ

ビ、ダニなどが心配です。断熱材は「動かない空気層」で

断熱しているので気泡の中は乾燥した空気でなければ

なりません。なぜなら、水の熱伝導率＝0.0582W/m・k

で空気の熱伝導率＝0.00241W/m・kなので、水は空

気の24倍熱を伝えるからです。断熱材が湿気を多く吸

ってしまった場合、熱伝導率は著しく低下し、断熱材とし

て機能しなくなります。

寒さが原因の浴室での死亡事故は、推定1,7000人以上います。

これらは循環器系の疾患が原因と考えられていますが、その数は

交通事故による死亡件数の3倍超という数字です。

北海道や東北といった寒さの厳しい地域では断熱性能の高い住

宅が普及しており、冬の浴室での死者が他の地域に比べて少ない

というデータもあります。暖かい地域では住宅の断熱性能が低

く、かえって冬の寒さが体に悪い影響を与えているということを

示唆しています。

温度の急激な変化に体が反応して、血圧が急激に変化することは

知られていますが、断熱の不十分な住宅ではこうした変化が起き

るため、例えば就寝中の暖かい布団の中から、室温が10℃を下回

る寒い部屋に出たり、さらに寒い廊下やトイレに出たりすると、急

激に血圧が上昇するのです。

暖かい家の効果として、体を動かすことが面倒でなく、元気になるとい

うデータがあります。

暖かい家と寒い家で室内の移動歩数などを比べると、暖かい家に住ん

でいる人の方が活動量が多いという結果が出ています。

高齢者になるとただでさえ動くことが少なくなり、そのため運動機能が

低下するという悪循環が生まれますが、家が寒いと活動量はさらに減っ

て、運動機能はますます低下します。

家を暖かく保つことは、こうした活動の維持にもつながり健康的な暮ら

しにも結びつきます。
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※1Ecology：生物とそれを取り巻く環境の生態学
※2Economy：経済・経済性
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［出典］宿谷昌則 （東京都市大学）教授 「エクセルギーと環境の理論」







健康住宅を考える MOCOフォームの特長 MOCOフォームの実力 これからの断熱基準を考える MOCOフォームの仕様

先進国と日本の断熱基準 Q値が小さいほど省エネルギーな家のはずですが・・・

北海道基準の家（Q値＝1.6）を建てると・・・

これからの断熱基準を考えるStandard

7 8

各地域のQ値基準を満たす家とその地域で北海道基準を満たす家の光熱費を比較すると、北海道基準の家は、ほとんどの地域で光熱

費が半分以下になることが分かります。

平成11年基準（省エネルギー対策等級4）でやっと、北海道は先進国並みの断熱基準になりましたが、（旧）Ⅱ地域以南はまだまだ差があ

り、（旧）Ⅳ地域ではドイツ基準の約半分程度しかありません。

Q値とは、室内外の温度差が1℃の時、住宅の床面積1㎡あたりから逃げる熱量のことです。

例えば、H11年基準にⅢ地域（仙台）では、Q値＝2.4以下となっておりますので、住宅面積＝140㎡、室内温度＝20℃、室外温度＝0℃では…

2.4×140×20＝6,720Wとなります。これは、室温を20℃に保つのに6.72kWhの熱量が必要ということです。

Q値＝2.0の場合は、2.0×140×20＝5,600Wとなるので、Q値が小さいほど省エネルギーであるというのが、これまでの常識でした。

ところが、Q値が小さいにもかかわらず、Q値の大きい家より暖房エネルギーが30%以上も多い場合も出てきますので、やはり個別の計算

が必要だと言えます。          

次世代断熱仕様時の
灯油使用量

省エネルギー基準の比較
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暖房デグリーデー（D18-18）
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I地域次世代断熱
仕様時の灯油使用量

パターン①：仙台　Q値=2.32

部位 断熱材仕様
部位面積
A［㎡］

熱貫流率
U［W/㎡・k］

係数
H［－］

年間暖房負担
［kWh］

暖房用灯油消費量
［リットル］

熱損失
A・U・H［W/k］

熱損失係数
Q［W/㎡・k］

屋根

外壁

階間部

基礎

開口部

換気

相当延床面積

MOCOフォーム

MOCOフォーム

MOCOフォーム

EPS（2号）

普通複層ガラス

換気回数0.5回

61.28
123.50
15.63
－　　
33.74
320.83
119.23

0.20
0.42
0.63

1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0

12.256
51.870
9.847
28.898
117.743
56.145
－　　
276.76

0.103
0.435
0.083
0.242
0.988
0.471
－　　
2.321

－
－
－
－

190
90
60
65

6,262 716

パターン②：仙台　Q値＝2.15

部位 断熱材仕様
部位面積
A［㎡］

熱貫流率
U［W/㎡・k］

係数
H［－］

年間暖房負担
［kWh］

暖房用灯油消費量
［リットル］

熱損失
A・U・H［W/k］

熱損失係数
Q［W/㎡・k］

屋根

外壁

階間部

基礎

開口部

換気

相当延床面積

MOCOフォーム

MOCOフォーム

MOCOフォーム

EPS（2号）

遮熱Low-E

換気回数0.5回

61.28
123.50
15.63
－　　
33.74
320.83
119.23

0.20
0.42
0.63

1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0

12.256
51.870
9.847
28.898
97.131
56.145
－　　
256.15

0.103
0.435
0.083
0.242
0.815
0.471
－　　
2.148

－
－
－
－

190
90
60
65

8,289 948

パターン③：仙台　Q値＝2.15

部位 断熱材仕様
部位面積
A［㎡］

年間暖房負荷
［kWh］

暖房用灯油消費量
［リットル］

省エネルギー性

熱貫流率
U［W/㎡・k］

係数
H［－］

年間暖房負担
［kWh］

暖房用灯油消費量
［リットル］

熱損失
A・U・H［W/k］

熱損失係数
Q［W/㎡・k］

屋根

外壁

階間部

基礎

開口部

換気

相当延床面積

計算例 Q値

パターン①

パターン②

パターン③

MOCOフォーム

MOCOフォーム

MOCOフォーム

EPS（2号）

断熱Low-E

換気回数0.5回

61.28
123.50
15.63
－　　
33.74
320.83
119.23

0.20
0.42
0.63

1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0
1.0

12.256
51.870
9.847
28.898
97.131
56.145
－　　
256.15

0.103
0.435
0.083
0.242
0.815
0.471
－　　
2.148

－
－
－
－

190
90
60
65

2.32
2.15
2.15

6,262
8,289
6,455

715
984
738

100%
138%
103%

6,455 738

住宅全体）

住宅全体）

住宅全体）

［出典］フォワードハウジングソリューションズ株式会社（北海道基準の家をつくる） ［出典］NPO法人 新木造住宅技術研究協議会（新住協の熱計算プログラム QPEXで高断熱住宅の“奥”を知ろう！）

次世代省エネルギー
基準




